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印西市議会平成 17年第 1回定例会が開催されます。 
今回の定例会は2月23日（水曜日）から3月25日（金曜日）まで行われます。 
（＊今回の定例会の付議案件については、平成 17 年度印西市当初予算（一般会計歳入歳出予算等）の
予算審査が5件、条例の制定（長期継続契約を締結できる契約を定める条例ほか）が3件、条例の改正
（個人情報保護条例の一部を改正）が 10件、補正予算の審議が 5件、指定管理者の指定、市道認定や
字の区域や名称の変更についての議案審査が5件、陳情３件 他がございます。） 
 
「ぐんじとしのり」は、2月23日（水曜日）午後10時過ぎから、90分間の市民自治ネットワーク代表
質問に立ちます。（今回は、「市民主導市政について」「合併問題について」「北総線の運賃問題につい

て」「牧の原駅圏の生活環境について」の４点を質問テーマとします。） （その内容は抜粋して後述し

ます。）お時間があるかたは、是非とも傍聴にお越しください。 
 
傍聴を希望される方は、印西市役所５階にて諸手続きを行い、傍聴券の交付を受け、傍聴を行うことに

なります。尚、定員は36名です。よろしくお願い致します。 
 

 ぐんじとしのり 第１回（3月定例会） 代表質問内容  
以下の内容を議会事務局に既に提出し、今回の議会で質問に立ちます。 
 
市長公約と今後の市政運営について 
山﨑市政最初の予算編成にあたり、市長公約はどのように盛りこまれ、 
今後の市民生活はどのように変わるのか。 
 
１ 市民主導市政について 
市民主体の自治の実現を図ることを市の基本目標に掲げ、市政運営はどのように変わるのか？ 
（１）印西市が市民／行政の協働で取り組んできた事例はどのようなものがあるか。 
（２）市民参加を進めるための行政の体制づくりとして 
   印西市はどのようなことを具体的に行っていくのだろうか。 
   市民自らが地域で積極的に自主的に解決できるシステムは市民参加条例ではなく、 
   印西市が保障すべきものであると考えるが、検討はすすんでいるのか。 
（３）行政に関する情報は積極的に市民に公開されているのか。 
 
２ 合併問題について 
合併問題に関して、山﨑市長は「状況の推移」を見守ると発言されているが、 
今後はどのように考えるか。 
（１）印西地区で合併を考えるとすれば、やはり本埜村、印旛村が対象ではないかと想像するが、 
  当該自治体では「合併」について、どのような認識を持っているか、確認しているのか。 
  また、千葉県は昨年夏の２市２村合併が白紙になったことについて、現在に至るまで 
  どのような態度をとってきているのか。  
（２）印西市は単独で今後運営できるか。シミュレーションはできているのか。 
（３）状況の推移を見守るとはどのようなことか。 
   いつまで、状況の推移を見守っていくつもりか。 
 
３ 北総線の運賃問題について 
市長公約では一般財源出動による通学定期券に対しての「育英補助金」を掲げ、新年度からの 
予算に盛り込まれているが、高齢者を中心とした一般の市民には引き続き多くの負担が残る。 
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（１）京成グループへの働きかけはどのように行っているのか。 
また、成田新高速鉄道が開通した際の運賃政策について、どのような話し合いがされているのか。 
（２）国や県に対する働きかけは行っているのか。市長就任以来、この問題に関して 
 いつどのような行動をとったのか。その結果はどのようなものであったのか。    
 
４ 印西牧の原駅圏の生活環境について 
（１）企業進出について 
  公団、企業庁所有の土地について処分協議はどこまですすんでいるのか。 
（２）交通安全対策について どのような進捗か。 
 －違法駐車対策について 
 －横断歩道の設置について 
（３）交通渋滞について 
  休日は外出もままならないとの声も聞かれる。ニュータウン中央～牧の原地区までの 
  交通量増大について「魅力ある商業都市 いんざい」の副産物であることは 
  否定できないと考えるが、出店への指導は充分行っているのか。 
 

 平成17年度印西市当初予算（案） 主要事業について  
印西市では、印西市基本構想に定める「人と笑顔がつながるまち－いんざい」を実現するため、現在必
要な施策と将来のまちづくりの骨格づくりのための必要な投資を行い、活力あるまちづくりを継続して
進めていく考えに立ち、以下に掲げる施策を盛り込んだ当初予算案を編成し、今回の定例議会で提案し
ます。（以下に「新規事業」を中心に抜粋して、項目と予算額をご紹介します。） 
 
－ 都市公園整備事業（「松山下公園に「総合体育館」を整備」他）    522,742千円／新規 
－ 社会福祉総務事務に要する経費（「「地域福祉計画」の策定」他）    14,495千円／新規 
－ 高齢者在宅福祉事業（「ホームヘルプサービス」等の作業を実施）    35,545千円 
－ （仮称）小林子育て支援施設整備事業（子育て支援基盤形成）     70,454千円／新規 
－ 中央駅前子育て支援施設に要する経費（ＮＴ中央地区に施設整備他）   4,365千円／新規 
－ 障害者援護費（学校放課後対策事業を実施 他）           80,085千円／新規 
－ 乳幼児医療対策事業（乳幼児医療の全部または一部を助成）      60,477千円 
－ 経済活性化推進事業（「（仮称）いんざい産学官連携連携センターを整備他」23,134千円／新規 
－ 小学校施設整備改修事業（「「防犯システム設置」等施設の整備・改修」  94,080千円／新規 
－ 就園奨励事業（幼稚園就園児の保護者に対して補助金を交付）      52,142千円 
－ 住宅市街地基盤整備事業（牧の原駅圏と小林駅圏の連結軸として道路整備）386,440千円 
－ 木下駅舎等整備推進事業（ＪＲ木下駅舎等の改築に向けて、詳細設計を実施）60,010千円 
－ 電子計算業務に要する経費（各種公共施設の「電子予約システム」の構築他）159,550千円／新規 
－ 公共交通網整備促進事業（北総線通学定期購入のための負担軽減 他） 214,211千円／新規 
＝ 紙面の都合上、割愛して表示しております。３月議会の報告会の際には全て提示したいと思います。 

 

 「牧の原モア」2期工事について  
今回の定例議会の代表質問にて、「出店に際しての指導」を含め、市の「まちづくり」についての考えを

問うていきたいと思いますが、先立って、印西牧の原駅北側の「牧の原モア」への出店企業名が明らか

になってきましたので、抜粋して、ご報告いたします。（本年中のオープン予定との話です。） 
 
（株）ワンダーコーポレーション （ゲームソフト・書籍）2498㎡ 
（株）イエローハット （カー用品） 1208㎡ ／ （株）ヤオコー （食料品）2495㎡ 
（株）マツモトキヨシ（薬・化粧品）685㎡ ／ （株）大創産業（１００円ショップ）1798㎡ 
（株）コナカ（紳士服） 646㎡ ／ （株）三城 （メガネ） 123㎡   他5社 
 
いつもご声援、ご支援ありがとうございます。次回から3月議会の報告を行ってまいります。 
この紙面へのご意見に限らず、市政全般へのご提言、ご批判、皆様からのご相談はいつでも承ります。 
あるべき市政の姿を求めて皆様と手を携えていきたいと思います。よろしくお願い致します。 
                                     ぐんじとしのり  


